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「公民館での放課後子ども教室」 

※該当する内容に○ 

学校支援 
学習支援 部活動指導 美化・環境整備 登下校指導 学校行事・その他 

     

放課後等支援 
学習支援 体験・交流活動 遊び・スポーツ 学童クラブとの連携 その他 

○ ○ ○   

学校と地域の 

協働学習 

復興学習 防災教育 伝統文化・芸能 職業体験・キャリア教育 イベント・行事・その他 

     

家庭教育支援 
家庭教育講座 親子参加行事 サロン・相談対応 家庭訪問相談 その他 

     

地域課題に応じた 

額習 

高齢者支援 心のケア・健康管理 生活再建・地域づくり 地域人材育成 その他 

     

 

 

○○○○・・・ 

岩手県住田町 
取組事業名 

有住小学校 有住中学校 

 

学校名 ・上有住子ども教室 

・下有住子ども教室 

活
動
内
容 

放課後における児童生徒の居場所事業 

【上有住子ども教室】 

（1）学び教室（常時開設） 

○宿題・読書・学習プリント（漢字・計算等） 

（2）体験教室（夕涼み会、ホットドックづくり、光るクリスマスツリーづくり、 

みず木団子づくり、森のつみ木広場、折り紙、ネイチャーゲーム、） 

  ○交流体験（大学生との交流） 

  ○スポーツ体験（クッブ・ボッチャ） 

  ○自然体験（川遊び、昆虫観察） 

  ○視聴覚教室（ビデオ・ＤＶＤの定期・特別映画会） 

 

【下有住子ども】 

（1）学び教室（常時開設）：宿題・読書・学習プリント（漢字・計算等） 

  ○体験教室（夕涼み会、ホットドックづくり、光るクリスマスツリーづくり、 

みず木団子づくり、工作、折り紙） 

  ○交流体験（子育てサークルとの交流、大学生との交流） 

  ○スポーツ体験（スポーツチャンバラ） 

  ○自然体験（川遊び、昆虫観察） 

  ○視聴覚教室（ビデオ・ＤＶＤの定期・特別映画会） 

 

取組概要 

学び教室の様子 

森のつみ木広場の様子 
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○上有住子ども教室（189日開催）では、のべ 9,174 人（約 49人/日）の小中学生、下有住子ども教室（189日開催）では、のべ 1,028 人（約 5人/日）の小中学生

が利用しており、安心で安全な子どもたちの居場所を確保することができた。 

○学習や体験活動、異年齢集団での遊び等の機会を提供し、児童生徒が家庭の事情に関係なく放課後を有意義に過ごすことができる体制を整備できた。 

○平成 28 年 1 月に実施したアンケート調査において、放課後子ども教室に参加してみて、「そう思う」「かなりそう思う」と回答した割合が、「学習のやり方が分か

ってきた」で 57％、「本を読む時間がふえてきた」で 54％、「学習する時間がふえてきた」で 51％であり、利用児童生徒やその保護者等の半数以上が放課後を有意

義に過ごしていると感じているという調査結果が得られた。本事業の実施により、放課後を有意義に過ごすことができたと評価できると思われる。 

○上記アンケートにおいて、放課後子ども教室に参加してみて、「そう思う」「かなりそう思う」と回答した割合が、「住んでいる地域が好きになってきた」が 51％、

「友達がふえてきた」が 54％、また、「放課後子ども教室によって、地域のつながりが深まった」と考えている大人が 53％、「放課後子ども教室は、関係する大人自

身にとってやりがいのある活動だ」と考えている大人が 61％と、利用児童生徒やその保護者、関係する大人の半数以上が、放課後子ども教室の実施が地域コミュニ

ティの活性化につながっていると感じているという調査結果が得られた。本事業を実施することで、地域コミュニティの活性化につなげることができたと評価でき

ると思われる。 

○下有住子ども教室では、心理療法士の先生に定期的に子ども教室の様子を見ていただき、子どもとの関わり方等について安全管理員にアドバイスをいだだく機会

を設け、成果をあげている。 

○今年度から、上有住子ども教室においても、下有住子ども教室と同様に、心理療法士の先生に訪問していただく体制を整え、成果をあげている。 

○公民館で開催することにより、安全管理員だけでなく、公民館職員も子どもたちを見守ることができるとともに、地域住民と関わりを持つ機会ともなっている。 

事業成果 

課題と今後の取組 

○本町での放課後子ども教室は、安心して安全に過ごすことのできる放課後の居場所として定着しており、今後も継続して実施していく必要がある。 

○単なる居場所だけではなく、子どもたちや保護者、地域にとってより有意義な居場所にしていく必要があることから、子どもたちと地域住民が関わりを持てるよ

うな事業や、体制づくりが課題である。 

○しばしば児童の問題行動も見られることから、安全管理員の対処方法等の助言や心理的負担軽減の機会として、心理療法士の訪問を継続していきたい。 


